
次期ＨＰの「開発工程」及び、「計画書」の考え方（素案） ２０１７／７／２７ ＴＭ

設計（基本・詳細）＊ 制作・テスト＊

４．日の里ＨＰの開発規模、発注仕様（要件定義）の特徴 ＊市や企業のＨＰに比べて

(1)次期ＨＰの画面表示の大部分は、投稿記事の表示、このため、他のＨＰに比べ、開発規模は小さい。

(2)相性（移植性）のよい「ＨＰひな形ソフト」を使用すると、工期が短縮される。

時間軸

１．基本的考え方

２．前提条件

３．ＨＰの目的・目標など

(1)ＨＰの目的・目標など

(2)目指したい将来の日の里の

まちの姿

(3)実現するためのシナリオ

(4)ＨＰの果たすべき役割、必要性

(5)新たなコンセプト創りなど

４．ＨＰの機能概要

１２．全体スケジュール

１３．実行体制など

１．基本的考え方

２．前提条件

３．ＨＰの目的・目標など

４．ＨＰの機能仕様（発注仕様）

５．基本設計、詳細設計

６．制作

７．テスト計画

９．移行計画

１０．ＨＰの利活用の促進計画

１１．予算計画、費用管理

１２．全体スケジュール

１３．実行体制など

基本構想
＊理念、基本方針など

計画（基本～実行計画）
＊実現性の視点、実行保証

事前調査

＊パートナー企業が主導

１．次期ＨＰの「開発工程」の定義

(1)次期ＨＰの「開発工程」は、①基本構想 ②計画

（基本～実行） ③設計（以下略）とする。

２．計画書の策定

(1)計画書の名称は「基本計画書」とし、①～③以降

本番移行までを含む。

＊基本構想書は策定しない

(2)各開発工程の節目で、レビューを行い、会長承認

を得て、次の工程へ進む。

３．基本構想の重視

(1)基本構想は、次期ＨＰの質を決め、中長期的な

ＨＰの利活用の行方をも左右する。

(2)検討過程も開示し、地域全体の情報共有を行う。

承認承認

基本計画書


